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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「対人的楽観性に焦点を当てた抑うつの予防的アプローチ法」の効
果について検討することであった。本研究では、ポジティブ心理学のモデルに基づき、楽観性という人間のポジ
ティブな側面に焦点を当てた肯定的介入を行った。対人的楽観性の変容が抑うつの低減に及ぼす効果、および肯
定的介入に焦点を当てた面接プロセスについて継続的に検討を行った結果、対人的楽観性に焦点を当てた抑うつ
の予防的アプローチ法は、一定の効果をもつことが示唆された。
研究成果の概要（英文）：In this study, We attempted to evaluate the effects of a preventive approach
 to depression that focuses on interpersonal optimism. Using a positive psychology model, We 
implemented positive interventions focusing on optimism&#8212;a positive facet of the human psyche. 
Using a sustained assessment process, We evaluated whether change in interpersonal optimism has a 
mitigating impact on depression. We also continuously evaluated the effectiveness of a positive 
intervention-focused interview process. The results suggest that the interpersonal optimism-focused 
preventive approach is effective to some extent.
研究分野：臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
抑うつは、罹患による社会経済的なコス
トが高く（Jane-Llopis et al., 2003）、将
来的なコストを減らすという点でも、抑う
つ予防の重要性は高い（e.g., Gillham et 
al., 2000）。抑うつの低減を目的としたプ
ログラムは日本でも開発されており、一定
の効果をあげている（e.g., 石川・戸ヶ崎・
佐藤正二・佐藤容子、2006；沢宮、2013）
が、対人的楽観性に焦点を当てた抑うつの
予防的アプローチについての実証的な研究
はほとんど行われていない。 
本研究で取り上げる楽観性という概念に
ついては、Abramson, Seligman, & Teasdale
（1978）が、無力感の予防策として楽観的
な期待の必要性を論じたことに端を発し、
その負の側面も含め数々の実証的な研究が
なされてきた（e.g., Affleck, Allen, 
McGrade,& McQueeney, 1982；Manly, McMahon, 
Bradley, & Davidson, 1992；増田，1994；
坂野・戸ヶ崎，1993；Seligman, 1991；藤
南・園田・詫摩，1993；戸ヶ崎・坂野，1993）。
これまでの研究は楽観性が心身の健康回復
やストレス緩和に正の影響を及ぼすことを
明らかにしている（e.g., 藤南・園田, 
1994； Umstattd, McAuley, Motl, & 
Rosengren, 2007 ） 。 Seligman & 
Csikszentmihalyi（2000）が「心理学は人
間のより積極的な側面に注目すべきであ
る」と提唱したことで知られるポジティブ
心理学においても重要な概念である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「対人的楽観性に焦
点を当てた抑うつの予防的アプローチ
法」を開発し、その効果を検討すること
であった。 
 
３．研究の方法 
 
（１）対人的楽観性の変容が抑うつの低減
にどう影響するかについて、検討を行
った。対人的楽観性の変容にあたって
は、Seligman（1991）,McMullin & Giles
（1981）、Ellis（1973）および沢宮
（2012）を参考に作成したプログラム
を適用した。毎回のセッションは、対
人的楽観性の概念の紹介と実習に加
えて、実習中の疑問や感想へのコメン
ト、次週までのホームワークの提示
（最終回を除く）、ホームワークに関
する疑問や感想へのコメント（初回を
除く）から構成された。 
（２）（１）の結果を踏まえ、対人的楽観
性に焦点を当てた面接プロセスにつ
いて、検討を行った。分析にあたって
は、施行カウンセリングの面接プロセ
スを観察可能ないくつかの段階に分
け、対人的楽観性に焦点を当てるなど
の肯定的介入の特徴を拾い上げるこ
とによって、クライエントの変容プロ
セスを明らかにしていく課題分析（岩
壁、2008、2010）の手法を用いた。 
（３）（１）および（２）の結果を踏まえ、
対人的楽観性に焦点を当てた抑うつ
の予防的アプローチ法、およびその効
果について、検討を行った。 
 
４．研究成果 
対人的楽観性の変容は、抑うつの低減に影
響を及ぼしていることが明らかになった。さ
らに、対人的楽観性に焦点を当てた抑うつの
予防的アプローチ法には、一定の効果がある
ことが明らかになった。また、対人的楽観性
に焦点を当てた抑うつの予防的アプローチ
法において予防的援助を行う際には、「統合
的アプローチ法」が重要であることが示唆さ
れた。 
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